
ヒブワクチンの費用助成について 

  野田市では平成２２年１０月１５日から、ヒブワクチン接種の費用助成が始まります。 

  乳幼児期に発症すると死亡したり重篤な後遺症を残す可能性の高い細菌性髄膜炎の主たる

原因菌のヒブに有効なワクチンです。 

 

対象者   現在、野田市に在住かつ住民登録または外国人登録のある下記の年齢の方。 

生後２か月から５歳未満の方。 

 

助成対象接種   平成 22 年 10 月 15 日以降に実施された接種。 

     ※この実施開始日前に接種したものは助成の対象となりませんのでご注意ください。 

 

助成方法・助成額・助成回数   ●指定医療機関での接種のみ助成の対象です。 

    医療機関窓口で１回につき、助成額(4,000 円)を超えた額をお支払いください。 

    ※接種費用は医療機関により異なります。直接、医療機関へお問い合わせください。 

    助成回数は、接種開始時年齢によって異なります（最大４回まで） 

    ただし、対象年齢内に接種した分のみ助成できます。 

●接種開始時年齢により助成回数が異なります。生後２か月から７か月未満 最大４回 。

生後７か月から 1歳未満 最大３回 。１歳以上５歳未満 １回。          

※お子さまの「母子健康手帳」「保険証」を必ず持参して接種してください。 

 

子宮頸がんワクチンの費用助成について 

 平成 22年 10 月 15 日から、子宮頸がんワクチンの費用助成が始まります。国内では、2009 年

10 月に子宮頸がんワクチンが承認されました。これを受け、市では下記の年齢の方を対象に予

防接種費用の助成を行います。このワクチンは、子宮頸がんの原因として最も多いといわれてい

る発がん性 HPV(ﾋﾄﾊﾟﾋﾟﾛｰﾏｳｲﾙｽ)16 型、18 型の感染を防ぐワクチンです。 

 

対象      現在、野田市在住の方で接種日に以下 2点の要件を満たしている方。 

       （１）小学校５年生～中学校３年生までの女性の方。 

       （２）現在､野田市に在住かつ野田市に住民登録または外国人登録のある方。 

 

助成金額   接種１回につき 9,000 円。 

 

接種対象    (１）平成 22年 10 月 15 日以降に実施された接種 

       ※この実施開始日前に接種したものは助成の対象となりませんのでご注意ください。 

           （２）1人最大 3回までの助成となります。 

 

接種方法     １回目 初回。 ２回目 １か月後（初回から）。 ３回目 ６か月後（初回から）。  

※ ３回接種することで、予防効果が得られるといわれています。 

 

助成対象   指定医療機関での接種のみ助成対象となります。 

       医療機関で､助成額(9,000 円)を差し引いた料金をお支払いください。 

 

受診方法   指定医療機関へ予約をし､母子健康手帳を持参のうえ受診してください。契約し

ている医療機関は､「問い合わせ」のほか野田市ホームページでも確認できます。 
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